
平成 25年度全国安全週間  

≪三重労働局長メッセージ≫ 
 

 平成２５年度の全国安全週間は、 

「高
た か

めよう 一人
ひ と り

ひとりの安全
あ ん ぜ ん

意識
い し き

 

 みんなの力
ちから

でゼロ災害
さ い が い

」 
をスローガンとして展開されます。 

 全国安全週間は、昭和３年に初めて実施されて以来、「人命尊重」

という崇高な基本理念の下、「産業界での自主的な労働災害防止活

動を推進し、広く一般の安全意識の高揚と安全活動の定着を図るこ

と」を目的に、一度も中断することなく続けられ、今年で８６回目

を迎えます。 

 この間、労働災害を防止するため、事業場では、労使が協調して、

労働災害防止対策が展開され、その結果、労働災害は長期的には減

少してきています。 

 しかしながら、三重県内における平成２４年の休業４日以上の死

傷者数は２，２１９人と平成２３年に比べると３８人の減少となっ

ているものの、平成２１年から横ばい状況が続いており、減少傾向

を示しているとは言えない状況にあります。また、同じく死亡者数

は２２人と前年１６人から６人増加し、いまだ労働災害により尊い

生命が失われています。また、本年については、４月末速報値にお

いて、休業４日以上の死傷者数は４６２人と昨年同時期に比べ７４

人減少となりましたが、死亡者数は３人となっており、予断を許さ

ない状況が続いています。 

 労働災害を防止するためには、トップから安全衛生の担当者、労

働者まで事業場の全員が現場を確認し、機械設備の安全基準や作業

手順などの基本的なルールを守ることに加え、事業者から労働者一

人ひとりまで安全に対する意識や危険感受性を高めることにより、

労働者の安全を確保し、労働災害ゼロを目指していく必要がありま

す。 

 皆様の職場におかれましても、この全国安全週間を契機として、

労働災害防止の重要性を認識し、安全活動の着実な実行を図ってい

ただき、誰もが安心して健康に働くことができる社会を実現してい

ただくことを祈念いたします。  
 

平成２５年７月１日 

三重労働局長 藤井 礼一 
 



第８６回 全国安全週間 
本週間 ７月１日～７日 

（準備期間 ６月１日～６月３０日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

スローガン 
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900 879865 848
935

858

633 703 666 642
524

438 424
461 414 369 327 345 351

291
297 333

308 352 334 304 286 261 251 273

108 100 103 84 73 82 102 106 74 70

728 717
762 827 839 832

836 836 839 867

2,664

2,541
2,555

2,639

2,675

2,518 2,243 2,313

2,257

2,219

0

300

600

900

1,200

1,500

1,800

2,100

2,400

2,700

3,000

0

200

400

600

800

1,000

1,200

1,400

1,600

1,800

2,000

15 16 17 18 19 20 21 22 23 24

業種別 死傷災害発生状況の推移（休業４日以上）

製造業 建設業 運輸･貨物 林業 第三次産業 合計
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